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ラグビー日本代表ヘッドコーチの役割に関する研究：  

カーワン、ジョーンズ、ジョセフに注目して  
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Ab st ra ct  

The  purp os e  o f  th i s  t he si s  i s  t o  st udy  t he  r o l e  o f  t he  head  

coa ch  o f  t he  Japa n  nat io na l  rug by  t eam ,  ana ly z ing  the  data  

re la t ed  to  t he  t hre e  coa che s ,  K i rwa n ,  Jo ne s ,  a nd  Jo sep h .  T hen  

fo ur  r o l es  we re  id ent i f i ed :  " s et t i ng  c l ea r  go a l s  a nd  mi nd set , "  

"ha rd  t ra i n i ng ,"  " st re ngt hen i ng  te a mwo rk ,"  a nd  "d ive rs i ty  

mana gem ent . "  Adva nced  st ud i es  ha ve  ext ra ct ed  ro le s  fo r  

mana ge rs  i n  t he  compa n ie s ,  "b ui ld i ng  re la t io nsh ip s , "  " hum an  

re so urce  d eve lop me nt , "  "p er fo rma nce  m anage me nt , "  a nd  

" s ha ri ng  v i s i o n."  C ompa r ing  t he  t wo  st ud ie s ,  i t  wa s  fo und  t hat  

"bu i ld i ng  re la t io nsh ip s" ,  "hum an  re so urce  de ve lopm e nt" ,  a nd  

" s ha ri ng  v i s i o n"  i n  t he  p re v i ous  st udy  we re  s im i la r  t o  

" st re ng the ni ng  t eam wo rk"  a nd  " ha rd  t ra in i ng ,"  a nd  " set t i ng  

c l ea r  go a l s  a nd  mi nd set "  r esp e ct i ve ly ,  i n  t he  a na ly s i s  re s ul t s .  

On the  ot her  ha nd ,  " pe r fo rma nce  m anag em ent "  wa s  f o und  o nl y  

in  ad va nced  s tud i es ,  a nd  "d ive rs i t y  ma nag em ent "  wa s  f o und  

on ly  in  t he  ana ly s is  re s u l t s .  Add it i ona l ly ,  bot h  J one s  and  

Jos ep h ha ve  hi red  me nta l  coa che s  wi th  t he  a im  o f  imp rov i ng  

the  t eam 's  m i nds et  a nd  i nd iv i dua l  p lay er ’ s  p er fo rma nce .  Th i s  

ca n  be  co nsid e red  a s  a n  e f fo rt  t o  s uppor t  t he  r o l e s  o f  t he  head  

coa ch ,  s uch  as  d ev e l opme nt  a nd  m i nd set ,  wh i ch we re  id e nt i f ied  

in  t he  ana ly s is  r es u l t s .  

キーワード：ラグビー日本代表 ヘッドコーチ  役割 異文化マネジメン

ト 経営者 
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１．本稿の目的  

 

 本稿の目的は、ラグビー日本代

表 iヘッドコーチ i iの役割に関して

研究することである。  

 2 0 0 3 年 1 0 月に初めて世界ラン

キングが発表され、日本は 1 8 位

でスタートした。しかし、直後に

開催のワールドカップ 2 0 0 3 で全

敗し 20 位に下がっている。ワー

ルドカップ（以下、 W 杯）及びテ

ストマッチにおける強豪国との対

戦では常に苦戦を強いられ、戦績

は大変厳しい状況にあった。これ

を踏まえ、 2 0 0 7 年、日本ラグビ

ーフットボール協会は、日本代表

ヘッドコーチの条件として、①日

本代表がラグビーワールドカップ

2 0 0 7 で 2 勝を達成するための明

確なビジョンを持っていること、

②日本代表強化の中・長期的なビ

ジョンを持ち明確に示せること、

③ヘッドコーチ任期中は日本に居

住可能なこと、④日本の文化・習

慣を理解していること、⑤世界レ

ベルの指導経験を持っていること

の５点を掲げ i i i、日本人・外国人

を問わず候補者を選定することと

した。そこで、起用されたのが、

J o h n  K i r w a n（以下、カーワ

ン）である。カーワンは 2 0 1 1 年

W 杯に向け、グローバルレベルへ

のマインドセットを軸にチーム作

りを進めた。 W 杯での勝利はなら

なかったものの、ランキングは安

定的に 15 位以内に位置するまで

に上昇した。カーワン退任後、

2 0 1 2 年にヘッドコーチに選ばれ

たのが E d d i e  J o n e s（以下、ジ

ョーンズ）である。ジョーンズ

は、世界 1 0 位以内、 W 杯ベスト

8 を目標に掲げ、厳しいトレーニ

ングを課すことを含め、日本代表

チームの浮揚を強力に促した。そ

の結果、 2 0 1 5 年 W 杯で南アフリ

カからの大金星を含む３勝を挙

げ、一時ランキング 6 位まで上昇

するに至った。 2 0 1 6 年に後継と

して、 J a m i e  J o s e p h（以下、ジ

ョセフ）が招聘された。ジョセフ

は、多様なバックグラウンドを持

つ選手の能力を最大限に引き出す

マネジメントを行い、 2 0 1 9 年 W

杯では初めて予選プールを通過

し、ベスト 8 を達成。 2 0 2 3 年 W

杯では 2 勝という結果に終わった

ものの、 W 杯終了直後のランキン

グは 12 位に位置するに至った。  

2 0 0 7 年にカーワンがヘッドコ

ーチに就任して以降、日本代表は

着実に力をつけ、常に世界ランキ

ング 10 位以内を窺う水準のチー

ムとなった。この間、ヘッドコー

チはどのような役割を担ってチー

ム力を向上させてきたのか。本稿

では二次資料分析による整理を試

みている。ラグビー日本代表に関

する学術論文の蓄積は乏しく、理

論的な分析がなされていない分野

が多いが、組織のリーダーである

ヘッドコーチの役割の研究につい

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A9%E3%82%B0%E3%83%93%E3%83%BC%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%89%E3%82%AB%E3%83%83%E3%83%972003
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ては、企業経営者の役割の研究と

の比較を通じて深められる可能性

があると考えた。本稿の研究結果

を用いて、さらに他分野への援用

や、新領域の開拓など、様々な研

究の端緒を開くものとしたい。  

 

２．先行研究の検討と  

研究課題の提示  

 

2 - 1．先行研究の検討  

本稿の分析に先駆け、経営者の

役割に関する先行研究を検討す

る。その後研究課題が示される。  

ラグビー日本代表ヘッドコーチ

の役割に関する論文は、管見の限

り見当たらない。それゆえ、先行

研究として、類似概念と考えられ

る経営者の役割に注目することと

した。経営者とヘッドコーチの職

務には類似点がいくつか見受けら

れる。１つ目は、大きな権限が与

えられているという点である。 2

つ目は、結果が厳しく問われると

いう点である。 3 つ目は、限られ

たリソースを活用して運営するこ

とが求められるという点である。

それゆえ経営者の役割に関する先

行研究を以下に検討していく。  

 

 B a r n a r d ( 1 9 3 8 )は、経営者の

担う本質的な管理職能は、 1 .伝達

体系を提供し、 2 .不可欠な努力の

確保を促進し、 3 .目的を定式化し

規定するという 3 点であると主張

している。 1 .伝達体系の提供にお

いては、組織づくりと人員の配置

について、２．不可欠な努力の確

保の促進については、人員の確保

と動機づけ、３．目的の定式化と

規定については、ビジョン策定と

各部門・各人への割り当てについ

て述べている。これが B a r n a r d

による経営者の役割の定義である

と理解できる。  

M i n t z b e r g  ( 1 9 7 5 )は、 5 人の

経営者の仕事の観察研究から、マ

ネージャーの役割を分析し、 1 0

の役割を抽出している。

M i n t z b e r g はマネージャーを

「一つの組織単位を公式に預かる

人」と定義し、 C E O のみならず、

大統領、職長、学長、大司教など

を含んでいるが、いずれも役割に

おける共通点は多いとしている。

具体的には、対人関係における役

割として、「看板」「リーダー」

「リエゾン」、情報に関わる役割

として、「監視者」「散布者」

「スポークスマン」、意思決定に

かかわる役割として、「企業家」

「妨害排除者」「資源配分者」

「交渉者」を挙げている。  

 清水 ( 1 9 8 3 )は、企業成長を研

究するためには、経営者研究は避

けて通れない先決条件であると論

じ、実証研究の結果として「経営

者機能とは、将来構想の構築、戦

略的意思決定、執行管理の 3 つが

ある」と主張している。将来構想

とは、企業の将来あるべき姿につ
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いての考え方であり、戦略的意思

決定とは、事業分野の決定なども

含め、主に製品戦略の意思決定で

ある。執行管理は、自らそれを行

うのではなく、大幅に権限委譲す

ることが重要であると論じてい

る。これら機能が、経営者の役割

と責任であると理解できる。  

 K o t t e r ( 1 9 8 6 )は、 1 5 人の事

業統括責任者への調査を行い、そ

の職務、人物像、行動などについ

て考察を行っている。その中で役

割については、責任と対人関係と

いう二つの観点から整理してい

る。責任においては、長期的責任

（組織の基本的目標、方針、優先

順位を設定）・中期的責任（長期

的目標を達成するため、いかにし

て資源を配分するかの意思決

定）・短期的責任（配分された資

源を効率的に運営）、対人関係に

おいては、上との関係（上司ある

いは取締役会に対する報告義

務）・横との関係（複数部門や労

働組合、顧客、サプライヤーの協

力）・下との関係（部下たちの統

轄）を挙げている。  

 伊丹 ( 2 0 0 7 )は、「経営とは他

人を通して事をなすこと」である

とし、人を動かすことが経営の本

質であると指摘している。そして

人を動かすルートとして、ミクロ

のマネジメントとマクロのマネジ

メントがあると主張している。ミ

クロのマネジメントとは、人間集

団を直接率いるマネジメントであ

り、具体的には、「刺激するこ

と」と「束ねること」であると整

理している。マクロのマネジメン

トとは組織全体の仕事や環境を設

計するマネジメントであり、枠づ

くりによって行うと論じている。

具体的には事業の枠では戦略、仕

事の基盤の枠では経営システムと

場、人がらみの枠では人事と経営

理念を取り扱うとしている。  

 古野 ( 2 0 0 8 )は、「経営は、論

理の積み重ねである戦略と感情を

もった人を扱う仕事である」と論

じ、課題軸と人間軸を参考にしな

がら経営者の役割を整理してい

る。１つ目は、「戦略づくり」で

あり、短期的な利益を追求しつつ

も、長期的な遠望の中で、継続的

発展を追求していく仕事であると

している。また、その中でも「事

業ドメインの設定」や「ビジョン

づくり」が重要な仕事であると指

摘している。２つ目は、「社員へ

の配慮」であり、「社員一人一人

に対して、一人前の人間として向

かっているというスタンス、社員

をコストととらえるのではなく、

価値を生み出す存在だとする人間

観が肝要」と主張している。その

ようなスタンス、人間観が、組織

文化風土を形作り経営と現場の信

頼関係を構築すると論じている。  

 ここまで経営者の役割に関する

先行研究をレビューしてきた。そ

れをまとめたのが以下の表であ

る。
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表 1 .経営者の役割に関する先行研究のまとめ   

研究者（発表年）  経営者の役割  

B a r n a r d  ( 1 9 3 8 )  1 .  伝達体系の提供  

2 .  不可欠な努力の確保の促進  

3 .  目的の定式化と規定  

M i n t z b e r g  

( 1 9 7 5 )  

1 .  対人関係における役割  

①看板的役割、②リーダー的役割、  

③リエゾン的役割  

2 .  情報に関わる役割  

①監視者、②散布者、③スポークスマン  

3 .  意思決定にかかわる役割  

①企業家、②妨害排除者、③資源配分者、  

④交渉者  

清水 ( 1 9 8 3 )  1 .  将来構想の構築  

2 .  戦略的意思決定  

3 .  執行管理  

K o t t e r  ( 1 9 8 6 )  1 .  責任  

①長期的責任：  

組織の基本的目標、方針、優先順位設定  

②中期的責任：  

長期的目標達成のため資源配分の決定  

③短期的な責任：  

配分された資源で効率的に運営  

2 .  対人関係  

①上との関係構築（取締役会等への報告）  

②横との関係構築（複数部門の協力等）  

③下との関係構築（部下たちの統轄）  

伊丹  ( 2 0 0 7 )  1 .  ミクロのマネジメント（人を直接率いる）  

 ①人を刺激する、②人を束ねる  

2 .  マクロのマネジメント（枠づくり）  

 ①事業（戦略）  

②仕事の基盤（経営システム、場）  

 ③ヒトがらみ（人事、経営理念）  

古野 ( 2 0 0 8 )  1 .  戦略づくり  

 事業ドメインの設定やビジョンづくりなど  

2 .  社員への配慮  

組織文化風土の形成、  

経営と現場の信頼関係構築等  

 出所：筆者作成  
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これまで経営者の役割に関する

研究について見てきた。様々な研

究者が長期間にわたり、研究を蓄

積してきていることがわかること

に加え、その内容には共通する部

分も多く見受けられる。  

抽出される要素として、進むべ

き方針や戦略を示す役割があり、

これは「ビジョンの発信」として

抽象化されるであろう。日常業務

の管理や経営資源配分に関する役

割は「業務管理」であると考えら

れる。また、リーダーとしての行

動や組織作りについては「人間関

係構築」と整理でき、育成や長期

的視野からの人とのかかわりは

「人材育成」と考えられる。これ

らは、いわば普遍的な経営者の役

割の要素として、「ビジョンの発

信」「業務管理」「人間関係構

築」「人材開発」という 4 つに収

斂されると言えよう。さらに、こ

れら 4 つの要素を人、課題という

軸と、短期、中長期という時間軸

で分類すると、「ビジョンの発

信」は中長期の課題、「業務管

理」は短期の課題、「人間関係構

築」は短期の人、「人材開発」は

中長期の人と分類されよう。これ

らをまとめたのが以下の表であ

る。  

 

表 2 .経営者の役割に関する先行研究の分類  

 短期  中長期  

課題  業務管理  ビジョンの発信  

人  人間関係構築  人材開発  

出所：筆者作成  

2 - 2．先行研究の問題点  

先行研究においては、経営者の

役割について一定の整理がみられ

た。企業のトップマネージャーで

ある経営者の業務内容としては、

ある程度これまでの先行研究によ

って明らかにされているといえ

る。これらは、本稿で取り扱うラ

グビー日本代表ヘッドコーチとい

うポジションにおいても共通する

点があることも想定されるが、更

に違うタスクが存在している可能

性もある。前述の通り、具体的に

ラグビー日本代表ヘッドコーチを

論じている研究は蓄積に乏しいた

め、本稿にて以下に詳細を明らか

にしていきたい。  

 

2 - 3．研究課題の提示  

 

研究課題：ラグビー日本代表ヘ

ッドコーチの役割は何か  

 

以上の研究課題を、データを基

に分析していく。  

 

３．分析方法  
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3 - 1．調査対象  

 調査対象は、前述の通り、ラグ

ビー日本代表のヘッドコーチを務

めたカーワン、ジョーンズ、ジョ

セフの 3 名である i v。以下に 3 名

のプロフィールを確認していく。

データは書籍やインターネットな

どデスクトップ調査にて一般情報

を入手した。  

 

①カーワン  

カーワンは、 2 0 0 7 年～ 2 0 1 1 年

に在任し、 2 0 0 7 年、 2 0 1 1 年の 2

回、 W 杯を指揮した。ニュージー

ランド出身であり、現役時代はニ

ュージーランド代表としてプレー

した。イタリア代表ヘッドコーチ

の指導歴がある。また N E C に 3

シーズン所属し、ヘッドコーチ就

任以前にも日本に滞在していた。

出身国以外の国際的バックグラウ

ンドとしては、選手あるいは指導

者としてオーストラリア、イタリ

ア、日本の居住歴があり、妻はイ

タリア人である。  

②ジョーンズ  

ジョーンズは、 2 0 1 2 年～ 2 0 1 5

年に在任し、 2 0 1 5 の W 杯を指揮

した。オーストラリア出身であ

り、ニューサウスウェールズ州代

表であった。オーストラリア代

表、ブランビーズ、レッズ、サン

トリーにてヘッドコーチとしての

指導歴があった。日本では、東海

大学やサントリーでの指導に関わ

り 5 年滞在していた。出身国以外

の国際的バックグラウンドとして

は、指導者として南アフリカ、英

国、日本に居住歴があり、母、妻

が日本人である。  

 

③ジョセフ  

ジョセフは、 2 0 1 6 年～ 2 0 2 3 年

に在任し、 2 0 1 9 年、 2 0 2 3 年の 2

回、 W 杯を指揮した。ニュージー

ランド出身であり、ニュージーラ

ンド代表、日本代表の経験があ

る。ウェリントン代表、マオリ・

オールブラックス、ハイランダー

ズでヘッドコーチとしての経験が

ある。日本では、サニックスにて

5 年間プレーしており、その間、

日本代表としても 9 キャップ獲得

している。  

 これらをまとめたのが以下の表

である。  
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表 3 .調査対象者プロフィールのまとめ   

 カーワン  ジョーンズ  ジョセフ  

日本代表ヘッ

ドコーチ在任

時期  

2 0 0 7 - 2 0 1 1  

( W 杯 2 0 0 7 ,  

2 0 1 1 )  

2 0 1 2 - 2 0 1 5  

( W 杯 2 0 1 5 )  

2 0 1 6 - 2 0 2 3  

( W 杯 2 0 1 9 ,  

2 0 2 3 )  

出身国  ニュージーラン

ド  

オーストラリア  ニュージーラン

ド  

選手としての

実績  

ニュージーラン

ド代表  

ニューサウスウ

ェールズ州代表  

ニュージーラン

ド代表、日本代

表  

ヘッドコーチ

としての経験

（就任時点）  

イタリア代表  オーストラリア

代表、ブランビ

ーズ、レッズ、

サントリー  

ウェリントン代

表、マオリ・オ

ールブラック

ス、ハイランダ

ーズ  

日本滞在歴

（就任時点）  

1 9 9 7 - 1 9 9 9  

( N E C )  

1 9 9 5 - 1 9 9 6  

(東海大学 )  

2 0 0 9 - 2 0 1 2  

(サントリー )  

1 9 9 5 - 2 0 0 0

（サニックス）  

出身国以外の

国際的バック

グラウンド  

オーストラリ

ア、イタリア、

日本の居住歴  

妻がイタリア人  

南アフリカ、英

国、日本の居住

歴  

母、妻が日本人  

日本の居住歴

（選手として日

本代表）  

 

 

3 人を比較すると、共通点と独特

の特徴が浮かび上がる。  

 カーワン、ジョセフはニュージ

ーランド出身であり、選手として

同国の代表としてプレーしている

という点で共通点が見られる。  

 また、カーワンはイタリア代

表、ジョーンズはオーストラリア

代表というナショナルチームの指

導経験がある点が共通している。  

 カーワンはイタリアとのつなが

りが深く、ジョーンズは日本人の

遺伝子を受け継いでいる。ジョセ

フはヘッドコーチとしてだけでな

く、選手としても日本代表として

プレーした点が、独特の特徴であ

ると言えよう。  

 

3 - 2 データの分析方法  

前述の通りデータは一般情報を

二次資料分析しているものであ

る。得られた情報における、一人

ひとりの語りに関する記述に注目

し、背景となるストーリーの中か

らその現実を浮かび上がらせ、詳

細な分析を加えることで、変数を

見つけることを心がけた。手法と

しては、事実の背景やメカニズム
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を明らかにし、そして理解するこ

とに有用な質的分析方法を参考に

分析を行った。  

  

４．分析結果  

 

ここからは、研究課題である

「ラグビー日本代表ヘッドコーチ

の役割は何か」について、デスク

トップ調査で得られたデータを分

析していく。調査対象の 3 人のデ

ータを分析する中で、共通に行っ

ている役割として浮かび上がった

のは「明確なゴール設定とマイン

ドセット」「徹底的なトレーニン

グ」「チームワーク強化」「ダイ

バーシティマネジメント」の 4 点

である。  

調査対象の 3 人はそれぞれ、就

任後に明確なゴールを設定し、そ

れをチーム内で発信するととも

に、スローガンを掲げてゴールの

実現に必要なマインドセットを行

っている。また、日本代表として

選ばれた選手たちに徹底的なトレ

ーニングを課している。これは各

選手の所属チームで行っているも

のから比べると、質量ともにかな

り充実したものである。そして、

強いチームワークを実現するため

の様々な取り組みを行っている。

更に、日本人だけでなく様々なル

ーツを持つ選手の能力を最大限に

発揮させるため、ダイバーシティ

に留意したマネジメントをそれぞ

れのスタイルで行っていることが

分かった。  

以下に詳細の分析結果を示す。  

 

4 - 1 .  明確なゴール設定とマイン

ドセット  

 1 つ目に、明確なゴール設定

と、これを実現するために必要な

マインドセットである。  

 カーワンは、就任直後、日本代

表チームの中に「敗者の文化」が

漂っていることを察知した。その

状況を放置しては、世界の強豪国

からの勝利もままならない。その

ために「敗者の文化」の払しょく

を目標として掲げ、目線を世界レ

ベルに合わせるための取り組みを

開始した。このゴールに至る過程

では、各プレーにおける各選手の

役割を明確にし、責任をもってそ

の義務を果たすことを選手に課す

という作業を続けた。例えば、ラ

インアウトやスクラムといったプ

ロセスの中で、個々の選手がやる

べきことを明示し、正確に理解さ

せた。そのうえで、うまく成し遂

げるにはどうすればよいかを考え

るように促すなどの指導を行っ

た。  

 ジョーンズは、日本代表チーム

が、重要な国際試合にどうしても

勝ちきれない現状を、日本が古く

から引き継いでいる「農耕気質」

にあるのではないか、と認識して

いる。そのうえで、就任後最初の
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ミーティングでは「世界のトップ

1 0 に入る」と宣言し、マインド

の変化を求めた。グラウンドはも

とより、記者会見やインタビュー

などの公の場においても、時には

感情を露にして現状の打破を訴え

続けたことで、チームのマインド

セットを図った。  

 ジョセフは、選手のベクトルを

一つにまとめ、総力を結集させる

ことに注力し、スローガンとして

「 O N E  T E A M」を掲げた。そし

て、就任時から、 W 杯での予選突

破を目標に掲げてチームを鼓舞

し、すべての準備をその目標達成

に捧げることを明言した。練習や

試合では常にその目標を確認し、

チームにビジョンを浸透させた。

そして 2 0 19 年 W 杯で実現したの

は記憶に新しいところである。  

 3 人のアプローチは異なってい

るが、その時点のチーム状況に応

じたゴールを設定し、その実現を

促すマインドセットを行っている

ことが理解できる。また、カーワ

ン、ジョーンズ、ジョセフの 3 人

の在任期間を通じ、目標は徐々に

引き上げられ、チーム力もそれに

応じて向上してきた。前任者の築

いた地盤の上に、後任者が着実に

施策を実行し、結果を積み上げて

きたことがわかる。  

 

4 - 2．徹底的なトレーニング  

 2 つ目に、徹底的なトレーニン

グである。  

 カーワンは、就任後チームの課

題として「技術面の弱さ」を指摘

している。例えば、当時の日本代

表ではサインプレーの実行に集中

するばかりに、アクションの前に

相手の陣形を十分に見ていないこ

とがあった。カーワンは「見て」

「判断」「アクション」の順番で

プレーするよう、発想を転換させ

るべく、練習では説明を尽くし、

理解していることを確かめ、試合

で活用して勝てるように指導を重

ねた。その蓄積がチームの技術面

の底上げにつながると考えたので

ある。  

 ジョーンズは、日本代表チーム

が体格面で劣ることの対応策とし

てフィジカル面の強化に注力し

た。また、日本人の勤勉性に注目

し、質量ともにハードなトレーニ

ングを課した。一方で、精神論に

偏ったトレーニングは無意味であ

るとし、常に科学的な根拠に基づ

いた練習を行い、徐々に試合で効

果を実感できるものとなった。結

果的にハードなトレーニングは、

選手としても自信をもって試合に

臨める状況を作り出した。  

 ジョセフも、チームに「タフ

さ」を求めた。タフさを、普段と

異なる状況でも定められたタスク

を淡々と遂行できることと定義

し、合宿では夜間練習込みの猛練

習を組むこともあった。また、メ
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ンバーが各ポジションで世界最高

の選手になることを求め、トレー

ニングでは G P S や心拍数を細か

くチェックして本人の力を出し切

る状況を作り出し、フィットネス

の強化に努めた。ジョセフは、日

本人選手が猛練習に親和性がある

ことを認識しており、タフなトレ

ーニングによるチーム力の向上を

軸に据えていた。一方、ジョーン

ズと同様に、トレーニングの合理

性や密度にもこだわり、練習時間

を短縮したり、休日を増やしたり

することでメリハリをつけたスケ

ジュールを組むこともあった。  

 これらのトレーニングについて

は、日本の所属チームのそれと

は、一味違うものとして選手に受

けとめられている。世界トップレ

ベルを経験した指導者からの直接

指導はもとより、常に世界で勝つ

ことを念頭に置いた練習の激しさ

やその合理性、また、緩急をつけ

たスケジュールなど、選手にとっ

ては大きなインパクトを与えてい

たことが想定される。  

 

4 - 3 .  チームワーク強化  

 3 つ目に、選手同士、またヘッ

ドコーチと選手を含めたチーム全

体のチームワーク強化である。  

 カーワンは、 2 0 1 1 年 W 杯前に

は、あえて連戦のテストマッチを

組んだ。連戦へ対応するために

は、様々な準備が必要であること

から、あえて選手に考えさせる意

図があってのものであった。その

結果、全員がテストマッチでどう

すれば勝てるか、なぜ負けたのか

の共通認識を持てるようになっ

た。このプロセスを経験させるこ

とによりチームワーク強化を図っ

ていると考えられる。  

 ジョーンズは、一人ひとりの選

手に対して自らの子どものように

親しみをもって接した。それゆ

え、成長を期待してプレー内外に

関わらず規律を厳しく求め、意図

的に試練を与えたり、叱責したり

することも躊躇なく行っていた。

選手は、一時的には感情的なわだ

かまりを持つが、時間の経過とと

もにジョーンズの行動の意図を理

解し、強固な信頼関係を築く場合

が多く見られる。ジョーンズを中

心とする人間関係を基盤としたチ

ームワークの強化を実現していっ

た。  

 ジョセフは、様々な枠組みを持

つグループを編成して、チーム全

体のチームワークを醸成させてい

った。まず、リーダーズという仕

組みである。キャプテンの下にリ

ーダー格の選手を数名任命し、ヘ

ッドコーチの権限を委譲し、キャ

プテンと共にゲームプランのすり

合わせを行う目的のグループを組

織した。またポジションごとのグ

ループや各戦術におけるユニット

ごとにグループを組織した。その

他、数名でディナーに出かけるグ
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ループも編成。大所帯であるメン

バーで一人ひとりが孤立せず、偏

ることもなく、充実したコミュニ

ケーションを取れる状況を作り出

した。  

 チームワークについては、その

チームとしての成熟度によっても

最適な方式は変わってくる。カー

ワンは、全員で自ら考えることを

通じたチームワークを志向し、ジ

ョーンズは、自らとの緊密な関係

づくりでそれを発展させた。ジョ

セフは、選手の中で様々なリーダ

ーを設定したうえで全体のチーム

ワークを向上させることを目指し

ており、日本代表という集団に対

する取り組みを段階的に変化させ

ていったことがわかる。  

 

4 - 4 .  ダイバーシティマネジメン

ト  

 ワールドラグビーの競技に関す

る規定第 8 条 vでは、加盟協会の

代表チームのメンバーとしての出

場資格基準について規定してい

る。代表資格は ( 1 )その国・地域

で出生、 ( 2 )両親または祖父母の

うち１人がその国・地域生まれ、

( 3 )直前の５年間継続居住（２０

２１年末までは３年間）、 ( 4 )通

算１０年居住、のうち、どれか 1

つを満たせば取得できる。国籍要

件だけではなく、居住要件の選択

肢もあることから、他のスポーツ

と比べ、ラグビーのナショナルチ

ームの選手は、多様な国籍やルー

ツを持つメンバーで構成されるこ

とが多い。日本代表も例外ではな

い。 2 0 2 3 年 W 杯のメンバー 3 3 名

のうち、日本以外の出身者（ニュ

ージーランド、オーストラリア、

トンガ、サモア等）は約半数を占

め、中学・高校・大学など学生時

代から、あるいは社会人ラグビー

の選手として、一定期間以上日本

に滞在している。多様な選手が集

まるチームで、ヘッドコーチは多

様性を受け入れ、チームの力を最

大限発揮できるように取り組んで

いる。  

 カーワンは、様々なルーツを持

つメンバーが、共通の価値観を共

有することの難しさに直面した。

「勇気」や「誠実さ」など、言葉

によっては国によっても捉え方が

違うことがある。チームの基本と

しての価値観を構築するにあた

り、日本人の精神性に注目し、そ

の中心に位置するのが「武士道」

であると認識した。武士道で説か

れている七つの美徳 v iと結び付け

てチームの価値観を擦り合わせて

いくことに注力し、その過程で、

日本以外の文化をバックグラウン

ドとするメンバーも包摂していく

マネジメントを行った。  

 ジョーンズは、日本らしさを追

求し、「ジャパンウェイ」と称し

た粘り強いフィジカルと、体格面

の不利を補う独特のラグビースタ

イルの構築を進めた。スピード



13 
 

と、わずかなチャンスを逃さない

抜け目なさが重要であると強調

し、これを浸透させるために、忍

者をモチーフにしたシンボルマー

クを作成した。そこに必要な要素

を込めて拠り所にし、チーム内で

配られるメモに常に印刷すること

により、潜在意識に働きかけるこ

とを狙った。日本人のみならず外

国人にとっても、このマークを目

にするたびに、忍者の素早い動き

と鋭い観察眼を想起し、行動につ

ながるというものである。行動面

の目標を共有することにより徐々

に信頼関係を築き、日本独自のス

タイルを浸透させていった。  

 ジョセフは、「グローカル」な

マネジメントを志向した。グロー

カルとは、グローバルとローカル

を重ね合わせた造語であり、多文

化を理解しあおうという気構えを

言語化したものである。例えば、

食事前の１５分を利用して、レク

リエーションやワークショップを

行う。キャプテンのリーチが日本

の歴史に関してレクチャーを行っ

たり、遠征先では、その国出身の

選手がその土地についての気候や

文化についてレクチャーしたりす

ることもあった。多文化のバック

グラウンドを持つ選手のグローバ

ルな思考や行動様式をローカルな

日本のラグビーに取り込んでいっ

たのである。  

 

4 - 5．まとめ  

  

ここまでラグビー日本代表ヘッ

ドコーチの役割に関連し、質的デ

ータを分析してきた。役割として

は、「明確なゴール設定とマイン

ドセット」「徹底的なトレーニン

グ」「チームワーク強化」「ダイ

バーシティマネジメント」に大別

され、それぞれで行われた具体的

なタスクについても確認できた。  

それらをまとめたのが以下の表

である
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表 4 .ヘッドコーチの役割に関する分析結果まとめ  

役割  内容（カーワンを J K、ジョーンズを E J、ジョ

セフを JJ と示す）  

明確なゴール設定

とマインドセット  

「敗者の文化」を払しょくし、世界レベルへ

( J K )  

農耕気質を脱却し、世界のトップ 1 0 へ ( E J )  

O N E  T E A M で W 杯優勝へ ( J J )  

徹底的なトレーニ

ング  

試合後のビデオを共に視聴、説明に重点を置く

技術面の指導 ( J K )  

科学的な根拠に基づいたハードワークを課す

( E J )  

合理的でタフな練習とブレイクの効果的な活用

( J J )  

チームワーク強化  連戦においてチームの連帯感を強める仕組み

( J K )  

選手個人への積極的に関わりチームへの意識を

向上 ( E J )  

複数リーダーの設置（リーダーズ）などによる

チーム運営 ( J J )  

ダイバーシティ  

マネジメント  

武士道を重んじ、外国人を包摂するカルチャー

づくり ( J K )  

信頼関係を基盤としたジャパンウェイ ( E J )  

グローカルなマネジメントにより多文化共生

( J J )  

 

３人のヘッドコーチは、１０数

年にわたり、ラグビー日本代表に

対し、チーム力向上を目的とした

関わりを継続してきた。その積み

重ねにより、チームの総合力は着

実に向上している。各人の特徴的

な取り組みとして、カーワンは

「真の世界レベルに向けたマイン

ドセット」、次にジョーンズは

「厳しい規律を通じたチーム力向

上」、ジョセフは「自分たちで考

えるチーム運営」であったと考え

られる。  

 

５．考察  

 

ここからは、ラグビー日本代表

ヘッドコーチの役割に関するデー

タの分析結果について考察を加え

ていくことにしたい。  

 

5 - 1．先行研究と分析内容の比較

（類似点） 

 先行研究において、経営者の役割

と責任を検討した際、「ビジョンの

発信」「業務管理」「人間関係構

築」「人材開発」に関する役割を抽

出した。  

 本稿におけるラグビーヘッドコー

チの役割の分析においては、「チ
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ームワーク強化」「徹底的なトレ

ーニング」「明確なゴール設定と

マインドセット」「ダイバーシテ

ィマネジメント」の 4 つが見いだ

された。  

両者を比較し、先行研究におけ

る「ビジョンの発信」と分析結果に

おける「明確なゴール設定とマイ

ンドセット」、同じく「人間関係

構築」と「チームワーク強化」、

また「人材開発」と「徹底的なト

レーニング」、は類似しているこ

とがわかった。これらは、いずれ

も共通に、組織のトップとして重

要な役割と責任であると考えられ

る。  

 

5 - 2．先行研究と分析内容の比較

（相違点）  

 経営者の役割と責任に関する先

行研究とラグビーヘッドコーチの

分析内容の比較において、相違点

が２点ある。「業務管理」は先行

研究にのみ見出され、「ダイバー

シティマネジメント」は分析内容

にのみ見出された。これらの背景

を以下に考察していく。  

 「業務管理」については、経営

者において重要な役割であること

は言うまでもない。もちろん、ヘ

ッドコーチも業務管理に近い役割

を負っていることは十分想定でき

るが、今回の調査では明確な記述

を見出すことはできなかった。こ

の背景として、ヘッドコーチの主

要な職務範囲は、現場における選

手のコーチであり、マネジメント

は GM が担うという役割分担にあ

ることが考えられる。  

 次に、「ダイバーシティマネジ

メント」について、ラグビー日本

代表ヘッドコーチについては、多

様なルーツを持つ選手で構成され

るチームはダイバーシティに富ん

でおり、そのマネジメントが重要

な役割であることは疑いの余地が

ない。一方で、一般的な経営者は

様々な事業形態や社員構成の会社

を経営していることから、必ずし

もダイバーシティが共通の定義と

して浮かび上がってくるわけでは

なかったと推論できる。  

 

5 - 3．先行研究と分析結果におけ

る比較のまとめ  

 ここまで、先行研究と分析結果

の比較を行ってきた。  

先行研究における「業務管理」

と、分析結果の「業績管理」、同

じく「人間関係構築」と「人材マ

ネジメント」は類似しており、こ

れらは、いずれも共通に、会社の

責任者として重要な役割であると

考えられる。一方で、「ビジョン

の提示」は先行研究にのみ見ら

れ、「ダイバーシティマネジメン

ト」は分析結果にのみ見られる役

割であることがわかった。  

 これらをまとめたのが以下の図

である。
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表 5 .役割に関する先行研究と分析結果の比較まとめ  

先行研究  

（経営者）  

分析結果  

（ヘッドコーチ）  
考察  

人間関係構築  チームワーク強化  類似した役割  

人材開発  徹底的なトレーニング  類似した役割  

業績管理  -  

経営者のみに見られ

る。ヘッドコーチと G M

との役割分担が背景に

あると考えられる。  

ビジョンの  

発信  

明確なゴール設定と  

マインドセット  
類似した役割  

-  
ダイバーシティ  

マネジメント  

ヘッドコーチ飲みに見

られる。チームのメン

バー構成がダイバーシ

ティに富むことが背景

にあると考えられる。  

 

5 - 4 .メンタルコーチの存在  

 ジョーンズとジョセフは、いず

れも①チームのマインドセット、

②各選手のパフォーマンス向上を

目的に、メンタルコーチを招聘し

ている。これは、分析結果におけ

る、マインドセットや育成といっ

たヘッドコーチの役割を補強する

取り組みであると言えるだろう。  

 ジョーンズは、日本人女性であ

る荒木香織を起用している。荒木

は、チームとのミーティングを重

ね、「勝つ文化がない」という課

題を見出し、その根本にあるのは

選手が日本代表チームに誇りを持

てていないことであろうと考える

に至った。それでは誇りとは何

か、誇りを持つにはどうすればよ

いのかを選手主体で考えるように

促した結果、選手主導の議論にお

いて、試合前の国歌斉唱で「君が

代」をみんなで歌える状態を作り

出すという結論に至った。日本人

も外国人も一体になって、君が代

の歌詞の意味を調べ、練習し、歌

詞を覚える過程で、チームに対す

る誇りを少しずつ持つようになっ

ていった。  

 また、荒木は、個別の選手で

は、フルバックの五郎丸歩への支

援に最も注力した。メンタルコー

チとして導入したのはキック直前

に行うルーティンである。理論的

にもルーティンはその後のパフォ

ーマンスを向上させると言われて

おり、内的・外的障害の排除、プ

レーの修正しやすさ、ストレス軽

減などの効用がある。荒木は五郎

丸との対話を重ね、①蹴る前にし

ゃがんでゴールポストを見て、ボ
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ールを２回回してセットする、②

立ち上がり、後ろに五歩下がり、

その後左に二歩動く、など５工程

のプレ・パフォーマンス・ルーテ

ィンを作り上げた。その後、五郎

丸のキック成功率は飛躍的に向上

した。  

 次にジョセフは、ニュージーラ

ンド人男性であるデイビッド・ガ

ルブレイスを起用している。ガル

ブレイスは、フィジカルを鍛えな

がらもメンタルも鍛える「ミツア

ナグマ精神鍛錬法」を導入した。

ミツアナグマとは、非常に生命力

の強い小動物である。選手に対し

て、朝から晩まで、意図的に肉体

的に負荷の高いトレーニングを課

し、さらに反復運動など精神的に

も厳しい状況に追い込んでいく。

そのようなストレスの高い状態で

も、通常と同様正しい判断を求め

るものである。特に、フッカーの

スローイングやキッカーのゴール

キックの精度向上に注力した。限

界を超えることで、不快な状態で

も快適に過ごせる精神力を身に着

ける。成長を促し、安定したパフ

ォーマンス発揮によるマインドセ

ットを実現する狙いをもって行わ

れた。  

 個別の選手では、スタンドオフ

の田村優への関わりを重視した。

田村はキッカーとしてのプレッシ

ャーから緊張状態が続いていた。

ガルブレイスは、田村と対話を重

ね、「結果は二の次である」「成

功かどうかは、思いっきりキック

できるかどうかのみで決まる」

「キックするプロセスのみに集中

すること」などと説き、マインド

の枠組みを変更することを試み

た。その結果、田村は、いかなる

状況でも雑念を取り払いキックに

集中できる精神力を身につけた。  

これらをまとめたのが以下の表

である。  

 

表 6 .メンタルコーチの行ったヘッドコーチの支援のまとめ  

ヘッドコーチ  メンタル  

コーチ  

マインドセット  個別選手のパフ

ォーマンス  

ジョーンズ  荒木  日本代表チームに誇

りを持つための君が

代の斉唱  

五郎丸のプレ・

パフォーマン

ス・ルーティン

構築  

ジョセフ  ガルブレイス  ミツアナグマ精神鍛

錬法により、不快な

状態でも快適にプレ

ーできる精神力  

田村のマインド

の枠組みを変更  
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いずれのメンタルコーチも、チー

ム全体及び個別選手への関わりで

チームのパフォーマンス向上に貢

献していたことがわかる。チーム

のマインドセットを行うことによ

り、チームとしてのベクトルの共

有や、選手のあらゆる行動やプレ

ーに変化を起こすことが想定され

る。また、戦略上キックは重要で

ある。日本代表は世界の列強に比

べて体格や体力で劣る分、キック

で小刻みに点数を重ねていくこと

は勝利への必須条件であり、その

中で、キッカーのメンタルを成長

させ、成功率を改善したことで、

チームの得点能力を大きく向上さ

せた。  

 

６．本稿の貢献  

 

冒頭にも述べたとおり、ラグビ

ー日本代表に関する学術論文の蓄

積は乏しい。本稿においては、組

織のリーダーであるヘッドコーチ

の役割の研究については、経営者

の役割に関する先行研究と照らし

合わせることで分析を行い、先行

研究との類似点や相違点を見出す

ことで、具体的な事象を通じて、

様々な視点とともに新たな知見を

提供した。  

本稿は、理論的にはまだまだ未

開拓の領域であるラグビー日本代

表ヘッドコーチの役割に関する研

究の発展に貢献するものであると

言えよう。また、本稿は、企業経

営者の役割との比較を通じ、組織

のリーダーの役割に関して、独自

の側面から考察を行ったものであ

り、この結果を他分野の様々な組

織におけるリーダーの研究への援

用や、研究の新領域の開拓などに

活用されることが期待される。  

 

７．今後の課題   

 

 本稿は日本代表ヘッドコーチに関

する研究であるが、3 名の事例研究

にとどまっていることから、本稿で

見出されたことの普遍性はまだまだ

乏しい。また、外国人に限ってお

り、日本人との相違点の有無につい

ても検証ができていない。今後、こ

の３人以外のヘッドコーチに関する

調査を行うことで、さらに普遍的な

知見が得られるであろう。  

 本稿においては、同じく組織の責

任者である経営者との対比を検証す

ることで、ヘッドコーチの役割の現

実を描写し、詳細な分析を加えるこ

とで、変数を見つけることを試みて

いるが、大学ラグビーの監督や、野

球・サッカーなど日本における別の

プロスポーツの監督についての研究

を行うことで、更に多面的な考察が

可能になる可能性もある。今後の本

研究を深めるにあたり、検討の余地

があると考えられる。  

 また、本稿は一般情報を活用した

研究であることから、二次資料分析
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にとどまっており、十分に各人物の

行動や発言の意図をくみ取ったかど

うかは疑問が残る。可能な限り、取

材などの直接的な情報収集を加える

ことで、さらに精度の高い情報をも

とにした検討が可能になる。  

 本稿の目的は、日本代表ヘッドコ

ーチの役割に関する理解の進化であ

ったため、質的な探索的調査となっ

ている。そのため、役割の大きさや

重さを評価する観点に欠け、変数間

の関係を理解するには至っていな

い。今後は、それらの統計的検証が

求められる。  

以上を今後のさらなる課題とした

い。 
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